旦乐清 

この 夏、 弟の 家へ 遊びに 行って、， -蹵 のように なつ 

ている ところの 籐椅子で 涼もうと していたら、 細 竹が 

繁リ 放題な 庭の 隅から、 大きな 茶色の 犬が 一 匹 首から 

荒繩の 切れつ ばし をたら して それ を 地べ た へ 引ずりな 

がら、 の そり、 の そりと 出て 来た。 ひどく 人間 を 警戒 

していて、 眼と 体の あらゆる 感覚 を 集めて あたりの 空 

気に 触れて みてから、 脚 をの そリ、 の そり 運ばせて 来 

る、 そんな 工合で だんだん 此方へ 近づいて 来た。 蹵の 

ところまで 来る と、 人間が 用心して 物 を 見る 時のと お 



まだ アスファルト にな つてい なかった その 坂 を 下りて 

来た。 悲しそう な 犬の 長 吠えが 聞え た。 傘 を あげて 見 

たら、 そこ は、 例の ぶち まだらな 犬の いる 家の 前で、 

啼 いている の は ほかならぬ その 犬な のだった が、 何と 

なし 人の 足 を 止まらせる 姿で ないている。 坂の 方から 

門 内へ 流れる 秋の つめたい 雨水 は、 傾斜に したがって 

犬 小 舎の 底 を も 洗い、 敷き藁 を じっとり ぬらして いる- 

ぶち まだらの 犬 は 首から 鎖 をたら した まま、 自分の 

小 舎の 屋根の 上へ 四つ足で 不安な 恰好に 登って 立って 

いて、 その 不安 さが やりきれぬ という 啼 きかた をして 

いる。 



受け身の 形で それ をう つして いるよう なぶち まだらな 

その 犬の 佗し さも、 そこの 雨の 中に ある 全体の 有様 は 

哀れ さと 腹立たし さと を 交々 に 感じさせ るので あ つ た _ 

その 日 はそう やって 通りす ぎた。 それから あと、 雨 

が 降る 日に は、 道の そっち 側へ いつも 傘 を 傾ける よう 

にして 足早に 通った。 犬 はずつ と、 雨が 降りさえ する 

と、 やっぱり そこで 小 舎の 屋根の 上へ 登って、 黒子 だ 

ら けの 女の ような 顔 を こっちへ 向けて は啼 いている の 

であった。 

朝の コリ— 



そうして 家が 出来た。 

もと その 一 画 は 某と いう 株屋が もっていた 林 や 原つ 

ぱ であった。 

子供の 自分、 XX さんの 原っぱの 奥で、 運動会が あ 

ると いうので 見に 行った 覚えが ある。 日向の 芝生に 赤 

い 小 旗が ヒラ ヒラ していた。 あそこへ XX さんの 啞の 

息子 も 来て いる。 そう 云って 集って いた 近所の 人々 は 

目 ひき 袖 ひきした。 

そこの 家に は 三代 啞の ひとが いたと か、 三人の 男の 

子が 啞だ とか、 それに 何 か 金銭に つながった 因縁 話が 

絡んで、 子供の 心 を 気味 わるく 思わせる 真偽 明らかで 



街の 風景 を もな している。 

その 界隈に この頃た つ 家 は、 いずれも ぐるり をコン 

ひし 

クリ ） ^の 塀で 犇と かこって、 面白い こと もな さそう 

に 往来に 向って 門扉 も 鎖して しずまつ ている。 だが、 

昔ながら の 木と 土と 紙で こしらえた 家の まわり だけ を 

そんな いかめしい コ ンクリ —ト でか こ つ てみ るの は ど 

ういう のだろう、 そこに は 奇妙な 感じ も ある。 

夏の ある 朝早く、 やはり そういう コンク リ— ト 塀の 

横 を 歩いて いた。 その 塀 は 長くて なかなか つきない、 

一 丈 も ある その 塀よりも つと 高く 繁っ ている 樹木の 枝 

が 上から 房々 と 垂れて、 その 片側 もや はり 塀であった。 



ばして いる。 

通りす ぎょうと する 人影に、 コリ ー は 同じ ほどの 高 

さで その 顔 を 向けた。 

細い ニッケル 鎖の 首輪が 光った。 そして、 睫毛が 長 

い、 というよ うな 眼 付で 凝つ とこ ちら を 見て いる。 

すこし 行っても う 一度 ふりかえったら、 コリ ー はま 

だ そこにいて、 同じような 姿勢の ままこ ちら を 凝つ と 

見て いるので あった。 

〔 一 九 三 九年丄 II 十 一 月〕 
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